
担 当 課

担 当 者

連 絡 先

意見公募のテーマ：

①手段別意見応募件数

郵　　　便 ファックス 電子メール 県民課・総合事務所等へ その他の方法 計

　　　　　　　（　） 　　　（　） 　　１９（６） 　２０（１） 　　　　（　） 　　   ３９（７）

②応募意見の政策案等への反映状況

対応状況 件　　数

計 ３９件

③意見募集結果概要書を、1部添付してください。

とりネット
（実施担当課）

報道機関への
資料提供

県議会への報告
県民課等での

縦覧等
広報誌等への

掲　　載
その他

○ ○ ○

そ　の　他 １４件

・メタンハイドレートによる発電を視野に入れた活用の受皿作りをすべき
・公民館講座等の科目に「地球温暖化防止」を必須化すべき
・小学校から高校の間にごみを拾うなどボランティア参加を徹底すべき
・CO2排出量ゼロに向け、2050年までに2010年比半減を目標に設定してはどうか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

    他の公表方法として該当するものに○を付してください。

対応できない １件

４件

○エネルギーシフト
　・「地域活性化は電化の自立から」を柱に市町村等とエネルギーの自立を推進してはど
うか
○環境実践
　・公募した鳥取の未来像の紙芝居等にして環境教育のﾂｰﾙにしては？
　・自動車の効率的な使用促進と公共交通の更なる利用促進を図るべき
○循環社会
　・紙おむつペレットの原料確保と効率的な回収策を検討すべき

○自前のLNG発電所（25万kW～50万kW）新設による自給率向上を図るべき
　　（⇒自給率は向上するが温室効果ガスの削減に繋がらず、計画期間中の実施も困難）

今後の検討課題

パブリックコメント実施結果報告書

平成28年4月18日

主　　な　　意　　見

環境立県推進課

池山

0857-26-7876

第2期とっとり環境イニシアティブプラン（案）について

○自然共生
・自然保護ボランティア登録者の目標数値が低く、ＰＲなっていない。もっと増やすべき
　⇒　目標数値を見直し（150人→180人）

既に盛り込み済み １９件

・地熱・バイオマスを増やしていくべき
・教育での実践的な環境活動の推進すべき
・県民との協働を実践し、４Ｒ社会を広げていくべき　　　　　　　　　　他

　　　　 反映した 1件


